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地
域
で
の
防
災
活
動
が
広
が
る

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
よ

う
に
、
近
年
、
被
害
規
模
の
大
き

い
災
害
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い

ま
す
。
全
国
で
起
こ
る
大
規
模

な
自
然
災
害
を
意
識
し
て
、
市

内
で
は
、
自
治
会
・
自
治
協
議

会
な
ど
が
主
催
す
る
防
災
訓
練

や
研
修
会
の
数
、
参
加
者
数
が

増
え
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
風

水
害
時
の
正
し
い
知
識
を
学
ぶ

防
災
研
修
や
、
地
域
住
民
み
ん

な
で
行
う
避
難
訓
練
な
ど
様
々

で
す
。
事
業
所
に
お
い
て
も
救

助
訓
練
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
地

域
の
防
災
対
策
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
特
徴
や
課
題
に
応
じ

て
、
よ
り
実
践
的
な
も
の
に
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

■
令
和
元
年
度
の
自
治
会
・
自

治
協
議
会
主
催
の
防
災
訓
練
・

研
修
（
昨
年
度
比
較
）

▼
件
数
：
69
件
（
４
件
増
）

▼
参
加
人
数
：
４
，
２
０
０
人

（
５
０
０
人
増
）

８
月
16
日
は
「
丹
波
市
『
心
　
つ

な
ぐ
』
防
災
の
日
」
で
す

　

平
成
26
年
８
月
16
日
～
17
日

に
か
け
て
の
大
雨
は
、
丹
波
市

に
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
大
規
模
な
土
砂
災
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

　

８
月
16
日
「
丹
波
市
『
心　

つ
な
ぐ
』
防
災
の
日
」
は
、
６

年
前
の
災
害
の
記
憶
を
風
化
さ

せ
ず
、
改
め
て
自
分
自
身
と
大

切
な
人
の
命
を
守
る
方
法
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
に
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
を
き

っ
か
け
に
、
改
め
て
防
災
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
家
族
み
ん
な
で
確
認
し
よ
う
！

で
き
て
い
る
と
こ
ろ
に
チ
ェ
ッ

ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の

災
害
の
危
険
性
、
避
難
所
の

場
所
が
分
か
る

い
つ
・
ど
こ
に
避
難
す
る
か

決
め
て
い
る

家
族
と
の
安
否
確
認
方
法
を

決
め
て
い
る

食
料
・
飲
料
水
、
常
備
薬
な

ど
の
非
常
時
持
出
品
が
準
備

で
き
て
い
る

　

く
ら
し
の
安
全
課
で
は
、
自
治
会

な
ど
の
防
災
訓
練
・
研
修
の
実
施
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
今
年
は

ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
か
な

ど
、
何
で
も
相
談
く
だ
さ
い
。

８月 16 日は「丹波市『心  つなぐ』
防災の日」です。防災の日の制定
をきっかけに、地域・家庭・事業
所での防災活動が増えています。

共共にに助助け合おうけ合おう

と も
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状況に応じて安全な場所にある親せきや知人宅に避難を１

新型コロナウイルス感染防止対策をふまえて

災害時の避難行動を変更します
新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、新たな避難の方針を策定しました。災害時は、
命を守る行動とともに、感染症に備えた行動をとりましょう。

避難所での密集を防ぐため、「避難＝避難所への移動」と捉えるのではなく、周辺の状況に応じて、
それぞれが適切な避難行動をとってください。特に高齢者や障がい者、小さなこどもがいる人、
妊婦など避難に時間がかかる人は早めに避難してください。
▼避難行動の例
①自宅で２階以上の高い場所に避難する「垂直避難」
②安全な場所にある親せき・知人宅へ避難

体調不良の場合は事前に相談を２
避難所への避難が必要で、体調が悪い場合は、事前に市役所へ連絡・相談してください。状況
に応じて適切な避難施設で受け入れられるよう、事前の調整や準備を行います。

避難所には衛生用品を持ってきてください４
避難所に避難する場合、マスクなどの感染予防対策の衛生用品や、就寝時の枕・タオルケット
など、身体に直接触れるものはできるだけ持ってきてください。

例年より多くの避難スペースを確保しています３
場所 内容

各住民センター、ライフピ
アいちじま

市が最初に開設する避難所です。
今年から密集を防ぐため、和室・会議室などの部屋も利用します。
プライベートルーム・簡易ベッドなどを準備する予定です。

小中学校 災害の状況に合わせて、必要な場合は体育館施設などを避難所として
開設します。

地域づくり活動拠点施設 災害の状況に合わせて、各地区（小学校区）の活動拠点（交流館・コミ
ュニティセンターなど）を避難所として開設します。
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避難所での感染防止対策にご協力ください５

＜注意事項＞
・避難者同士の交流はできるだけ控えてください。
・避難所では、マスクの着用など咳エチケット
をお願いします。

・十分な換気とこまめな除菌を進んで行ってく
ださい。

・避難所で体調が悪くなったら、必要に応じて
専用スペースや医療施設に移送します。

①受付で体調の聞き取りと検温をし、避難者ご
とに待機場所を割り当てて指定します。
※体調の悪い人は専用スペースに案内します。
②集合スペースでは、可能な限り少人数・個別
空間の避難スペースを確保し、避難者ごとに指
定します。
※指定された待機場所以外へ不用意に立ち入ら
ないでください。

専用スペース集合スペース受付
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